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は

じ

め

に

ひ
じ

（
肘
）
の
痛
み
の
原
因

疾
患
と
し
て
、
以
前
は
結
核
性

関
節
炎
や
淋
毒
性
蘭
節
炎
が
重

視
さ
れ
ま
し
た
が
、
抗
生
剤
の

出
現
で
今
で
は
診
る
機
会
は
殆

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長

年
重
労
働
に
従
事
し
た
労
務
者

や
、
削
岩
器
を
使
う
職
種
の
人

に
よ
く
あ

っ
た
肘
の
変
形
性
関

節
症
も
激
減
し
ま
し
た
。

一
こ
れ
に
代
わ

っ
て
増
え
た
の

が
、
多
発
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
で

み
ら
れ
る
肘
関
節
痛
や
、
重
い

物
を
持

っ
た
リ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

っ
て
起
こ
る
肘
の
関
節
部
の
痛

み
で
す
。

リ
ウ

マ
チ
の
肘

の
痛
み

リ
ウ
マ
チ
は
、
全
身
の
関
節
を
侵

し
、
多
発
性
の
関
節
炎
を
起
こ
し
ま

す
の
で
、
こ
れ
が
肘
関
節
に
起
き
る

と
、
肘
の
痛
み
を
訴
え
ま
す
。

こ
の
痛
み
は
、
原
因
が
関
節
内
に

あ
り
ま
す
の
で
、
関
節
内
に
液
が
溜

ま
る
と
腫
れ
ば

っ
た
く
な
り
、
安
静

に
し
て
て
も
重
く
感
じ
た
り
痛
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
痛
み
は
動
か
す
と

増
す
た
め
に
関
節
を
曲
げ
た
り
伸
し

た
り
す
る
動
作
も
障
害
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
リ
ウ
マ
チ
に

限
ら
ず
関
節
炎
に

は
共
通
で
す
が
、

次
に
述
べ
る
外
傷

性
の
肘
の
痛
み
と

は
著
し
く
相
違
し

ま
す
。

一百

一
ス
肘と
は

健
康
の
た
め
に

し
ろ
趣
味
に
し
ろ
理
由
は
ど
う
あ
れ
、

余
暇
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
障

害
も
可
成
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
テ
ニ
ス
は
老
若
男
女
を
問

わ
ず
プ
レ
イ
を
楽
し
む
人
が
多
い
人

気

ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
テ
ニ
ス
の
プ

レ
イ
中
に
肘
に
強
い
痛
み
が
走
り
、

プ
レ
イ
を
続
行
で
き
な
く
な
る
テ
ニ

ス
肘
を
起
こ
す
事
実
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
外
傷
性
の

障
害
に
よ
る
痛
み
は
、
関
節
炎
の
場

合
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
テ
ニ
ス
肘
の
成
因
お
よ
び
症

状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

肘
は
、
外
上
側

（
親
指
側
）
の
骨

の
突
出
部
を
外
上
顆
、
内
上
側

（
小

指
側
）
の
突
出
部
を
内
上
顆
と
言
い
、

に
手
首
を
使

っ
た
り
重
い
物
を
持
ち

上
げ
た
時
に
鋭
利
な
疼
痛
を
感
じ
、

握
力
も
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
関

節
内
に
病
変
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

肘
関
節
の
屈
伸
に
は
支
障
な
く
、
痛

み
も
認
め
ま
せ
ん
。

上
腕
外
上
顆
炎
の

そ
の
他
の
原
因

上
腕
外
上
顆
炎
の
原
因
は
テ
ニ
ス

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
重
い

物
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
時
に
よ

く
起
こ
し
ま
す
し
、
ゴ
ル
フ
で
も
起

き
ま
す
。
ま
た
、
現
代
人
は
筋
肉
を

鍛
え
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
筋
力

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
関
節
痛

に
対
す
る
理
学
療
法
や
対
症
療
法
を

し
ま
す
。

外
傷
性
の
上
腕
外
お
よ
び
内
上
顆

炎
の
治
療
は
、
急
性
期
に
は
極
力
手

首
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
安
静
を

保

つ
こ
と
が
治
り
を
早
め
ま
す
。

な
お
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
温
熱

療
法
や
光
線
療
法
は
治
癒
機
転
を
促

し
ま
す
の
で
好
結
果
を
期
待
で
き
ま

す
。

肘

の
痛
み
の
光
線
療
法

肘
の
痛
み
に
対
す
る
光
線
療
法
の

原
則
は
、
患
部
お
よ
び
関
連
部
署
に

赤
外
線
に
富
む
光
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
患
部
の
循

環
障
害

（
虚
血
状
態
）
を
改
善
す
れ

ば
痛
み
が
軽
減
す
る
の
で
局
所
充
血

作
用
の
強
い
赤
外
線
を
利
用
す
る
の

が
即
効
性
に
お
い
て
有
利
だ
か
ら
で

す
。具
体
的
に
サ
ナ
モ
ア
に
よ
る
治
療

上
の
注
意
を
付
言
し
ま
す
。
カ
ー
ボ

ン
は
Ｂ
又
は
Ａ
Ｂ
を
使
用
し
、
リ
ウ

マ
チ

（
関
節
炎
）
で
は
、
屈
側
と
伸

側
の
二
方
向
以
上
か
ら
各
１０
１
１５
分

照
射
し
、
そ
の
上
で
や
や
痛
み
を
感

じ
る
ま
で
屈
伸
し
機
能
不
全
を
防
ぐ

よ
う
に
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
肘

（
上
腕

外
上
顆
炎
）
の
場
合
は
、
圧
痛
の
あ

る
場
所
に
直
角
に
１０
Ｌ
ｌ５
分
照
射
し

て
下
さ
い
。

な
お
痛
み
の
程
度
に
よ

っ
て
、
照

射
時
間
を
３０
‐
６０
分
に
延
ば
し
た
り
、

回
数
を
日
に
ニ
ー
三
回
に
増
加
し
て

下
さ
い
。

外
上
顆
に
は
手
首
を
固
定
し
た
り
手

先
を
伸
ば
す
筋
肉
が
付
着
し
、
内
上

顆ヽ
に
は
手
先
を
曲
げ
た
り
物
を
握
る

筋
肉
が
付
着
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ニ
ス
は
外
上
顆
に

付
着
す
る
筋
肉
群
を
激
し
く
使
い
ま

す
。
こ
の
際
、
こ
の
筋
肉
に
部
分
的

な
断
裂
や
炎
症
を
起
こ
し
た
の
が
テ

ニ
ス
肘
で
す
。
従

っ
て
、
テ
ニ
ス
肘

は
上
腕
外
上
顆
炎
と
言
わ
れ
ま
す
。

テ
ニ
ス
肘
の
症
状
は
、
外
上
顆
部

“
限
局
し
た
強

い
圧
痛
が
あ
り
、
特

の
弱
い
女
性
で
は
、
重
い
掃
除
器
を

使
う
と
言
う
様
な
日
常
の
家
事
で
さ

え
原
因
に
な
り
得
ま
す
。

た
だ
し
同
じ
肘
の
痛
み
で
も
、
少

年
野
球
の
選
手
で
見
ら
れ
る
野
球
肘

は
、
内
上
顆
に
圧
痛
を
認
め
る
こ
と

か
ら
上
腕
内
上
顆
炎
と
言
い
ま
す
。

肘

の
痛
み
の
治
療
法

リ
ウ
マ
チ
を
始
め

色
々
な
病
気

に
基
づ
く
関
節
炎
の
際
に
は
、
原
因

疾
患
に
対
す
る
治
療
を
し
な
け
れ
ば
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勤
労
の
秋

宇
都
宮
義
真
撮
影

皆
さ
ん
は
、
太
陽
光
線
は
た
だ
明

る
く
て
暖
い
だ
け
で
あ
る
と
思

っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
勿
論
、
明
る
い
光
も

暖
い
光
も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
何
万
種
類
も
の
光

が
集

っ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

◇

太
陽
光
線
は
、
約
四
〇
％
が
可
視

線
で
、
約
五
九
％
が
赤
外
線
で
、
約

一
％
が
紫
外
線
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

内
で
肉
眼
で
見
え
る
の
は
可
視
線
だ

け
で
す
。　
三
全
全
ハ
年
に
ニ
ュ
ー
ト

ン
は
、
可
視
線
が
七
色

（実
は

一
二

八
色
）
の
光
か
ら
な
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
併
し
、
太
陽
光
線
に
肉

眼
に
は
全
く
見
え
な
い
不
可
視
線
が

あ
る
な
ど
と
は
、
万
有
引
力
の
発
見

者

ニ
ュ
ー
ト
ン
で
さ
え
気
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
不
可
視
線
の
赤
外

線
は

一
八
〇
〇
年
に
ハ
ー
セ
ル
が
、

紫
外
線
は

一
八
〇

一
年
に
リ

ッ
タ
ー

が
発
見
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

◇

さ
て
、
太
陽
光
線
は

一
種
の
電
磁

波
で
、
紫
外
線
、
可
視
線
、
赤
外
線

に
大
別
さ
れ
、
各
々
に
い
ろ
い
ろ
な

波
長
が
あ

っ
て
、
波
長
が
異
な
る
と

作
用
も
異
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
眼

に
見
え
な
い
赤
外
線
に
は
特
殊
な
透

熱
作
用
が
あ
り
、
紫
外
線
は
熱
作
用

の
な
い
冷
線
で
す
が
、
強
い
光
化
学

作
用
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
分
光
分

析
学
の
基
礎
に
な
る
太
陽
光
線
の
フ

ラ
ウ
ン
ホ
ー
ヘ
ル
線
は
、
約
二
万
本

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇

地
球
上
の
生
物
は
、
こ
の
太
陽
光

線
が
な
け
れ
ば

一
日
も
生
き
て
い
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と

は
、
太
陽
光
線
が
私
ど
も
に
健
康
を

授
け
、
病
気
を
治
す
力
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
私
ど
も
の
生
命
と
健
康
を

維
持
す
る
の
に
太
陽
光
線
は
必
須
な

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
太
陽
光
線
は

外
見
が
頗
る
平
凡
で
、
貴
賤
貪
富
の

差
な
く
平
等
に
恩
恵
を
与
え
て
い
る

の
で
、
や
や
も
す
れ
ば
、
そ
の
偉
大

な
作
用
が
忘
れ
ら
れ
勝
ち
な
の
で
あ

り
ま
す
。

◇

病
気
の
原
因
は
至
る
所
に
あ
り
ま

す
か
ら
、
人
間
が
悉
く
病
気
に
な

っ

て
も
不
思
議
で
あ
り
ま
せ
ん
。併
し
、

病
気
に
な
ら
な
い
の
は
、
実
際
に
は

病
気
に
か
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気

（感
冒
、
小
児
麻

痺
、
結
核
、
胃
腸
病
、
皮
膚
病
、
神

経
痛
、
癌
等
）
に
度
々
か
か

っ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合

に
は
軽
い
間
に
自
然
に
治
癒
し
て
、

自
分
で
は

一
度
も
病
気
に
か
か

っ
た

こ
と
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
自
分
で
も
知

ら
ぬ
間
に
万
病
を
治
す
力
も
、
実
は

太
陽
光
線
の
作
用
で
あ
り
ま
す
。
故

に
、
人
類
は

一
切
の
良
薬
を
失

っ
て

も
全
滅
し
ま
せ
ん
が
、
太
陽
が
な
け

れ
ば
到
底
全
滅
を
免
れ
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

◇

太
陽
光
線
は
、
太
古
か
ら
病
気
の

治
療
に
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
永

久
に
そ
の
価
値
が
な
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
太
陽
光
線
に
は
、
細

菌
を
殺
す
作
用
や
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

合
成
す
る
作
用
や
、
血
液
を
増
や
す

作
用
や
、
そ
の
他
の
人
智
で
は
想
像

も
で
き
な
い
霊
妙
な
作
用
が
あ
り
ま

す
。
植
物
の
葉
緑
素
を

つ
く
る
光
合

成
も
太
陽
光
線
の
作
用
で
す
か
ら
、

日
陰

で
は
色
が
悪
く
育
た
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

◇

併
し
、特
に
都
会
地
に
お
い
て
は
、

居
住
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
上
に
大
気

汚
染
が
加
わ

っ
て
、
こ
の
太
陽
光
線

の
有
効
な
光
は
、
地
上
で
は
十
分
に

得
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
太
陽
光
線
の
中
の
有
効
な
光
を
人

工
的
に
豊
富
に
発
生
さ
せ
て
、
天
候

や
、
時
間
や
、
場
所
等
の
制
限
を
受

け
ず
、
何
時
で
も
、
何
所
で
も
自
由

に
応
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
サ

ナ
モ
ア
で
あ
り
ま
す
。

◇

従

っ
て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、

身
体
か
ら
病
気
を
治
し
健
康
に
し
ま

す
の
で
、
病
名
不
明
で
も
誤
診
で
も

効
果
を
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
病
名

等
に
は
余
り
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
く

応
用
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し

一
切
の
治
療
が
失
敗
に
帰
し
た
場
合

に
も
、
生
命
の
火
を
か
き
た
て
、
最

も
古
く
か
ら
あ

っ
た
太
陽
光
線
を
使

っ
た
治
療
法
は
試
み
る
価
値
が
あ
り

ま
す
。
事
実
そ
の
結
果
、
今
日
で
も

日
々
新
ら
し
い
領
域
が
多
方
面
に
わ

た
り
開
拓
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

昭
和
３７
年
３
月
５
日
発
行

「健
康
と
光
線
」
に
掲
載
さ
れ
た

「光
線
療
法
の
話
」よ
り
要
約
引
用
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（前
）
号
に
、
菜
食
主
義
者
の
子
女

に
起
こ
っ
た
ク
ル
病
例
を
引
用
し
、

菜
食
に
徹
し
過
ぎ
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
だ
け
で
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
不

足
勝
ち
に
な
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
特
に
菜
食
主
義
者
で
な

く
て
も
、
光
線
浴
が
健
全
な
発
育
に

果
た
す
重
要
性
を
忘
れ
、
且
つ
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
を
、
添
加
食
品

（
ア
メ
リ
カ

で
は
粉
乳
に
も
牛
乳
に
も
添
加
さ
れ

て
い
る
。
）
か
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
補
わ
な

け
れ
ば
、
ク
ル
病
に
罹
る
の
で
あ
る
。

２

）
九
七
五
年
に
、
メ
イ
ョ
ー

・

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
カ
ス
テ
ィ
ル
ら
は
、

保
育
の
誤
り
に
よ
っ
て
ク
ル
病
に
な

っ
た
２
症
例
を
報
告
し
て
い
る
の
で

引
用
す
る
。

∧
症
例
１
∨
は
、
ミ
ネ
ソ
タ
生
ま
れ

の
男
児
、
生
後
８
カ
月
ま
で
母
乳
栄

養
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

・
Ｄ

・
Ｃ
を
含
む

ビ
タ
ミ
ン
剤
を
服
用
、
母
乳
中
止
後
、

ミ
ル
ク
や
乳
製
品
を
嫌

っ
た
の
で
、

ジ

ュ
ー
ス
に
柔
か
く

つ
き

つ
ぶ
し
た

ジ

ャ
ガ
イ
モ
や
卵
や
プ
リ
ン
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
与
え
た
。
そ
の
当
時

の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
は

一
日
約
二

〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
推
測
さ
れ
る
。

９
カ
月
日
以
降
は
ビ
タ
ミ
ン
剤
も
中

止
し
た
。

こ
の
子
は
、
１０
カ
月
で
這
い
始
め
、

Ｈ
力
月
日
に
座

っ
た
が
、
母
親
は
発

育
が
や
や
遅
れ
て
る
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
１２
カ
月
日
に
座
れ
な
く
な

り
、
は
う
こ
と
も
出
来
な
く
な
る
。

丁
度
そ
の
頃
、
近
医
に
肺
炎
の
治
療

を
う
け
る
。
生
後
１３
カ
月
日
に
、
上

気
道
感
染
に
よ
り
屡
々
熱
発
し
た
た

め
入
院
。
こ
の
時
点
で
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
気
管
支
肺
炎
の
診

断
を
受
け
治
療
し
た
。

生
後
１４
カ
月
日
に
、
発
育
不
全
精

査
の
た
め
、
メ
イ
ョ
ー

・
ク
リ
ニ
ッ

ク
ヘ
送
ら
れ
て
き
た
。
初
診
時
、
非

活
動
性
で
筋
力
は
弱
く
、
歯
も
生
え

て
い
な
い
。
身
長
、
体
重
、
頭
囲
は

正
常
を
下
廻
り
、
大
泉
門
も
開
い
て

い
た
。
検
査
上
、
肝
疾
患
、
腎
疾
患
、

代
謝
性
疾
患
は
な
か

っ
た
。
頭
部
お

よ
び
四
肢
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
の
異
常

か
ら
、
ク
ル
病
と
診
断
し
た
。
（
図
）

直
ち
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
強
化
牛
乳

や
乳
製
品
な
ら
び
に
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
剤
で
治
療
し

た
結
果
、
生
後
１５
カ
月

日
で
再
び
這
う
よ
う
に

な
り
、
動
作
も
活
発
と

な

っ
た
。
こ
の
時
の
ミ

ル
ク
摂
取
量
は

一
日
六

〇
〇
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
、

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は

一
日

七

一
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
１６
カ
月
目
に
は
、

椅
子
に
つ
か
ま

っ
て
立

ち
歩
き
し
、
歯
が
２
本

生
え
る
。レ
ン
ト
ゲ
ン
所

(23)

見
も
正
常
化
し
た
た
め
治
療
中
止
。

∧
症
例
２
∨
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
生

ま
れ
、
黒
人
男
児
、
生
後
４
カ
月
ま

で
の
間
に
、
便
秘
と
咳
で
小
児
科
を

５
回
受
診
、
５
回
目
に
診
察
し
た
医

師
が
、
上
気
道
の
症
状
が
続
く
の
は

ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
、
ミ
ル

ク
を
止
め
て
豆
を
中
心
に
し
た
食
事

に
変
更
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
食
事
で
嘔
吐
や
下
痢
を
起

こ
し
た
た
め
に

一
回
で
止
め
、
以
後

は
ジ

ュ
ー
ス
に
穀
類
、
野
菜
、
大
根

に
、
時
に
肉
を
加
え
て
食
べ
さ
せ
て

い
た
。
ミ
ル
ク
お
よ
び
乳
製
品
は
も

と
よ
り
、
魚
類
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
も
与

え
て
い
な
い
。
こ
の
食
事
で
摂
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
概
算
二
二
二
ミ
リ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
鼻
づ

ま
り
が
続
き
、
診
療
所
で
診
察
を
う

け
た
が
、
食
事
に
つ
い
て
は
何
も
言

わ
れ
な
か

っ
た
。

生
後
１０
カ
月
日
の
中
頃
、
慢
性
上

気
道
炎
に
加
え
、
熱
発
し
呼
吸
困
難

を
起
こ
す
。
胸
部
聴
診
で
ラ
音
あ
り
、

レ
線
像
で
両
側
下
葉
に
軽
度
の
間
質

性
変
化
を
認
め
、
抗
生
剤
で
治
療
し
、

約
１０
日
間
で
無
症
状
と
な
る
。
こ
の

時
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
ク
ル
病
が
疑
わ

れ
、
四
肢
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
診
断
を

確
定
し
た
。

症
例
１
と
同
様
に
、
ミ
ル
ク
と
乳

製
品
と
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
治
療
し
た
が
、

ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ
ー
無
く
、
呼
吸
器

や
消
化
器
の
障
害
の
徴
候
も
無
い
。

生
後
Ｈ
力
月
日
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は

治
癒
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
１２
カ
月

日
、
１５
カ
月
日
の
検
査
は
全
て
良
好

で
あ

っ
た
。

（力
）
ス
テ
ィ
ヤ
ら
の
報
告
し
た
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
に
よ
リ
ク
ル
病
は
、

２
例
と
も
患
児
に
と
っ
て
始
め
て
の

冬
を
越
し
た
春
に
発
病
し
た
。
こ
の

事
由
に
つ
い
て
カ
ス
テ
ィ
ル
ら
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
体
内
で
の
合
成
と
外

部
か
ら
の
補
充
の
二
面
か
ら
考
察
し

て
い
る
。

ヽ
ノ

　

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

（ま
）
ず
、
光
線

（紫
外
線
）
に
よ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
体
内
合
成
を
妨
げ

る
因
子
と
し
て
は
、
地
理
的
条
件
や

季
節
の
問
題
、
即
ち
高
緯
度
地
帯
や

冬
に
日
照
強
度
が
弱
ま
る
こ
と
に
加

え
、
衣
服
、
都
市
生
活
、
空
気
汚
染

な
ど
日
照
を
遮
る
要
因
に
つ
い
て
述

べ
、
特
に
北
の
工
業
国
に
移
住
し
た

黒
人
で
は
格
段
の
注
意
を
払
う
必
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。

（食
）
事
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア

メ
リ
カ
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

牛
乳
や
粉
乳
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
強
化
す

る
方
法
を
と

っ
て
、
ク
ル
病
の
発
生

頻
度
を
明
ら
か
に
減
少
さ
せ
た
功
績

を
認
め
な
が
ら
も
、
前
述
の
体
内
合

成
の
不
足
を
補
う
補
助
手
段
と
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
強
化
食
品

と
言
え
ば
、
牛
乳
か
乳
製
品
で
あ
り
、

他
の
自
然
食
品
や
強
化
食
品
か
ら
で

は
、
予
防
医
学
上
の
必
要
量
を
摂
取

で
き
な
い
た
め
、
ミ
ル
ク
を
い
や
が

る
子
を
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
症
か
ら

護
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ヽ
ノ
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

（食
）
事
に
関
し
て
、
特
に
注
意
を

喚
起
し
た
い
点
は
、
乳
幼
児
に
最
も

適
し
た
食
事
と
ｔ
て
推
奨
さ
れ
る
母

乳
に
い
必
要
量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
含

ま
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

フ
ー
ル
マ
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
母
乳

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
含
有
量
は
、
夏
で
二

〇
単
位
、
冬
で

一
〇
単
位
と
僅
少
で

あ
る
。
勿
論
、
母
乳
に
感
染
を
防
ぎ
、

親
子
の
経
を
強
く
し
、
未
熟
児
の
壊

疸
性
腸
炎
を
予
防
す
る
等
の
利
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
母
乳
栄
養
が
人

工
栄
養
に
優
る
こ
と
に
疑
義
は
な
い
。

要
は
光
線
浴
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。

ヽ
ノ

　

×

　

　

　

×

　

　

　

×

（力
）
ス
テ
ィ．
ル
ら
は
、　
ハ
リ
ソ
ン

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
ク
ル
病
に
つ

い
て
次
の
如
く
書
い
て
い
る
。

「
ク
ル
病
に
は
多
く
の
原
因
が
あ

る
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
無
知

と
無
視
で
あ
る
」

今
回
報
告
し
た
２
例
で
言
え
ば
、

母
親
は
ク
ル
病
に
つ
い
て
無
知
で
あ

り
、
医
師
は
ク
ル
病
を
無
視
し
た
の

が
発
病
の
要
因
で
あ
る
「
母
親
は
医

師
に
診
察
を
求
め
た
が
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
強
化
牛
乳
に
つ
い
て
は
不
十
分
な

理
解
し
か
持

っ
て
い
な
か

っ
た
し
、

殆
ん
ど
の
診
療
所
で
は
、
食
事
歴
は

問
題
に
さ
れ
ず
、
ま
し
て
や
、
光
線

浴
に
つ
い
て
は
全
く
無
視
さ
れ
た
。

ロ ビタミンDの作用 □

そ の 20

目に診断を確定 した際の

宇都宮 光  明

図、症例 1で、生後14カ 月
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☆
喘
息

（
ぜ
ん
そ
く
）

症
例
　
４５
才
　
男
性

症
状
　
喘
息
発
作
の
た
め
に
入
退

院
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
却

っ
て
、

発
作
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
紹
介
さ
れ

て
来
所
し
た
。

治
療
経
過
　
Ａ
カ
ー
ボ
ン
で
、
腹

部
、
膝
、
足
首
、
足
裏
、
腰
、
背
、

咽
喉

（
集
光
器
使
用
）
に
各
五
分
照

射
し
た
と
こ
ろ
、
帰
宅
後
、
弁
当
箱

に

一
杯
も
の
痰
が
出
た
が
、
呼
吸
は

段
々
と
楽
に
な
る
。

そ
の
後
も
光
線
照
射
を
続
け
た
結

果
、
発
作
を
起
こ
さ
な
く
な
り
、
す

っ
か
り
健
康
を
取
り
戻
し
た
。

（
サ

ナ
モ
ア
に
は
、
身
体
の
中
の
悪
い
も

の
を
体
外
に
排
泄
さ
せ
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。
）

☆
眼
の
異
物
に
よ
る
外
傷

―
眼
に
鉄
粉
が
入
る
―

症
例
　
２５
才
　
男
性

症
状
　
建
築
作
業
中
に
、
上
か
ら

落
ち
て
き
た
塵
を
も
ろ
に
か
ぶ
り
、

眼
に
異
物
が
入
る
。

激
し
い
眼
痛
が
あ
り
、
腫
れ
土

っ

て
い
た
。

治
療
経
過
　
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
用
い

て
、
眼
部

（
二
号
集
光
器
使
用
）
に

二
十
分
照
射
し
、　
一
時
間
休
ん
で
再

び
三
十
分
照
射
し
た
と
こ
ろ
鉄
粉
が

出
た
。
他
に
後
頭
部
十
分
照
射
し
た
。

本
例
は

一
日
で
痛
み
が
と
れ
腫
れ

も
ひ
い
た
。

☆
刺

（
と
げ
）

―
親
指
に
鯛
の
骨
を
刺
す
―

症
例
　
４０
才
　
男
性

症
状
　
寿
司
屋
の
板
前
で
、
仕
事

中
に
過

っ
て
親
指
に
鯛
の
太
い
骨
を

刺
す
。
直
ぐ
に
来
所
し
た
。

治
療
経
過
　
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用

し
、
三
号
集
光
器
の
ガ
ラ
ス
を
取
り
、

指
を
深
く
入
れ

一
時
間
照
射
し
た
。

翌
日
朝
十
時
頃
、
骨
が

一
セ
ン
チ
程

出
て
来
た
と
喜
び
の
電
話
が
あ

っ
た
。

（後

の
二
例

は
、
サ
ナ

モ
ア
の
異
物

排
出
作
用
を
示
し
て
い
ま
す
。
）

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
三
―
五
―

一

ウ
エ
ノ
光
線
療
法

上
野
　
貞
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八

一一三
二
　
一
〓
一五
八

☆
右
膝
打
撲
傷

症
例
　
Ｈ
才
　
女
児

症
状
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
転

び
、
右
膝
を
打

っ
た
。
右
膝
は
腫
れ
、

痛
み
の
た
め
動
か
せ
な
い
の
で
、
学

校
を
四
、
五
日
休
む
。
担
任
の
先
生

が
車
に
乗
せ
て
連
れ
て
き
た
。

治
療
経
過
　
患
部
に
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

で

一
時
間
照
射
後
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン

に
替
え
て
も
う

一
時
間
照
射

（
一
号

集
光
器
）
そ
の
後
に
、
足
裏
、
足
首
、

腰
、
腹
を
Ａ
Ｂ
で
各
五
―
十
分
照
射

し
た
。
光
線
治
療
を
終
え
て
か
ら
、
静
か

に
直
立
さ
せ
、
母
親
の
傍
ま
で
歩
か

せ
た
ら
苦
も
な
く
歩
い
た
。

☆
痔

の
急
性
増
悪

（痔
核
発
作
）

症
例
　
４２
才
　
男
性

症
状
　
肛
門
部
に
激
痛
あ
り
。
肛

門
部
に
は
、
う
ず
ら
の
卵
大
で
、
巨

峰
の
よ
う
な
紫
を
し
た
の
が
二
個
、

小
さ
い
の
が

一
個
あ
り
、
見
る
か
ら

に
苦
し
そ
う
で
あ
る
。

治
療
経
過
　
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
使
用
、

足
裏
、
足
首
、
膝
、
腰
、
背
、
腹
に

各
五
～
十
分
、
患
分
、
（
百
万
集
光
器
）

は
ニ
ー
三
時
間
照
射
し
た
。

一
回
の
照
射
で
痛
み
は
楽
に
な
る
。

そ
の
内
、
何
時
と
は
な
し
に
膿
が
出

だ
ｔ
た
。
二
回
目
に
は
、
照
射
中
に

☆
奇
妙
な
効
力
に
驚
く

北
九
州
市
　
佐
古
　
静
彰

盆
過
ぎ
の
海
水
浴
で

″電
気
ク

ラ
ゲ
〃
に
刺
さ
れ
、
腕
に
無
数
の

ブ
ツ
ブ
ツ
が
出
来
ま
し
た
。

病
院
に
行
き
ま
し
た
が
、
イ
タ

イ
、
カ
ユ
イ
、
発
熱
、
悪
寒
と
地
獄

の
苦
し
み
に
全
然
効
果
な
く
、
早

速
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し
て
み
ま
し

た
。Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
二
十
分
、
す

る
と
す
べ
て
の
症
状
が
全
く
無
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
い
と
も
奇
妙
な
効
力
に
は

全
く
驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
家
ダ

ニ
、
ア
リ
さ
さ
れ
に

も
五
分
位
の
照
射
で
効
果
が
あ
る

こ
と
を
追
記
し
て
お
き
ま
す
。

☆
白
内
障
と
腰
痛
症

神
奈
川
県
津
久
井
群
　
山
下
勉

父

（
八

一
才
）
の
自
内
障
を
サ

ナ
モ
ア
で
加
療
し
た
と
こ
ろ
、　
一

週
間
で
両
眼
の
涙
が
と
ま
り
、
特

に
悪
い
右
眼
が
、
お
よ
そ
ニ
カ
月

で
や
や
明
る
さ
を
増
し
て
き
ま
し

た
。腰
痛
症
の
母

（
八
〇
才
）
は
約

二
週
間
で
ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
寝
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
両
人

共
夜
の
小
便
が

一
回
に
激
減
、
喜

こ
ん
で
い
ま
す
。

☆
大
火
傷
が
全
快

岡
山
市
　
難
波
　
重
子

二
年
前
に
大
火
傷
を
し
ま
し
た

が
、
サ
ナ
モ
ア
を
毎
日
照
射
し
た

お
蔭
で
全
快
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。病
院
で
は
塗
り
薬
し
か
方
法
は

無
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
て

も
と
て
も
塗
り
薬
だ
け
で
は
全
快

出
来
ま
せ
ん
。

引
き

つ
っ
た
ケ
ロ
イ
ド
は
そ
の

ま
ま
後
に
残
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
光
線
の
お
蔭
で
お
目
に
か
け

た
い
程
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ナ
モ
ア
の
威
力
を
今
更
な
が

ら
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

膿
汁
が
出
て
半
分
位
ま
で
小
さ
く
な

る
。
不
潔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

さ
せ
て
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
日

に
日
に
小
さ
く
な
り
、　
一
週
間
で
全

快
し
た
。

前
田
光
線
治
療
所

前
田
　
ヽヽヽ
サ
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
九
二

五
八
一　
二
〇
二
九

☆
肝
　
　
炎

症
例
　
５５
才
　
女
性

症
状
　
約

一
年
前
よ
り
食
欲
が
減

り
疲
れ
易
く
、
上
腹
部
が
張
り
、
便

泌
し
た
り
下
痢
し
た
り
す
る
の
で
、

病
院
で
診
察
を
受
け
た
ら
、
肝
臓
機

能
に
異
常
が
あ
り
、
肝
炎
と
診
断
さ

れ
た
。
他
に
も
更
年
期
の
せ
い
か
、
時
々

上
半
身
が
急
に
熱

っ
ぽ
く
な

っ
た
り

す
る
の
で
気
に
し
て
い
た
が
、
友
人

に
光
線
療
法
を
す
す
め
ら
れ
来
院
し

た
。治
療
経
過
　
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
組

み
合
わ
せ
て
、
肛
門
十
分
、
右
上
腹

部
十
五
分
、
腰
、
左
右
の
喉
、
右
横

腹
各
十
分
、
左
横
腹
五
分
、
計
七
十

分
照
射
。

治
療
開
始
後
も
、
定
期
的
に
通
院

し
て
検
査
を
受
け
る
よ
う
指
示
し
た
。

治
療
を
継
続
す
る
に
つ
れ
て
自
覚

症
状
は
改
善
し
、
そ
れ
に
並
行
し
て

検
査
値
も
よ
く
な
り
、
治
療
を
始
め

て
か
ら
七
カ
月
目
に
肝
機
能
検
査
も

正
常
と
な
り
、
病
院
で
全
快
し
た
と

言
わ
れ
た
。

川
崎
市
中
原
区
丸
子
通
ニ
ー
七
〇
九

東
京
光
線
治
療
院

海
渡
　
一
一百
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
四

七
一
三

五
〇
六
七
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カ
ル
シ
ウ
ム
が
生
体
に
と
っ
て
必
須
の
ミ
ネ
ラ
ル

（
電
解
質
）
で
あ
り
、
食
品
か
ら
腸
で
吸
収
さ

れ
、
全
て
の
生
理
機
能
を
円
滑
に
し
、
健
康
を
保
つ
上
で
枢
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
今
日

で
は
常
識
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
健
康
と
病
気
は
裏
腹
の
関
係
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム
で
病
気
を
予
防
し
治

療
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
他
の
電
解
質
に
比
べ
て
不
足
し
勝
ち
な
点
か
ら

も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
治
療
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
と
吸
収
と
は
別
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
吸
収
す
る
に
は
、
必
ず
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
殆
ん
ど
の
日
常
の
食
品
は
ビ
グ
ミ
ン
Ｄ
を
含
有
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
光
線
浴
で
必
要
量

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
確
保
し
て
お
か
な
い
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
っ
て
も
利
用
で
き
な
い
の
で
す
。
即

ち
、
治
療
面
に
果
す
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
果
も
、
光
線
浴
が
あ

っ
て
有
効
に
作
用
す
る
の
で
す
。

も
極
め
て
難
治
な
大
腿
骨
頸
部
骨
折

（股
関
節
部
の
骨
折
）
を
起
こ
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

|||||||||llllllllllllllllllllllllllllllllll

確 医 の
認 学 場
さ 的 合
オλ に |こ
て 骨 最
い を も
る 太 一
手 夫 般
段 に 的
の す な
う る 方
ち こ 法｀
と は ⅢIⅢ  Ⅲ‖Ⅲ‖IⅢⅢ‖‖IⅢ‖Ⅲ ⅢI出 IⅢ‖ⅢⅢ‖|‖‖‖‖‖IⅢ‖|‖

次 が
｀

骨
多
孔
症

の
問
題
点

年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
、
大
変
に

治
り
に
く
い
腰
痛
や
関
節
痛
を
起
こ

し
、
骨
多
孔
症
と
診
断
さ
れ
る
人
が
、

特
に
婦
人
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
際
、
鎮
痛
剤
を
服
用
し
な
が
ら
安

静
を
保
ち
、
あ
る
い
は
コ
ル
セ
ッ
ト

の
よ
う
な
支
持
具
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
苦
痛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

確
か
に
こ
れ
で
痛
み
は
和
ら
ぎ
ま

す
の
で
、
治
療
に
関
し
て
特
段
の
疑

間
は
持
た
な
い
と
し
て
も
当
り
前
で

す
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
対

症
療
法
で
す
か
ら
、
そ
の
場
の
効
果

は
期
待
で
き
ま
す
が
、
骨
多
孔
症
は

治
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
骨
多
孔
症
の
最
大
の
間

題
点
は
、
骨
折
し
や
す
い
こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
骨

多
孔
症
の
患
者
は
推
定

一
、
五
〇
〇

万
人
お
り
、
年
間
十
九
万
人
が
こ
れ

骨
多
孔
症

の
原
因
療
法

長
期
的
観
点
に
立

つ
骨
多
孔
症
の

治
療
は
、
自
覚
症
の
改
善
も
然
る
事

な
が
ら
、
骨
を
丈
夫
に
し
て
骨
折
を

防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

骨
多
孔
症
の
原
因
が
未
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
特
異
的

な
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
出
来
る
限
り
原
因
的
に

治
そ
う
と
す
る
試
み
は
色
々
提
唱
さ

れ
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
三
つ
を
組
合
せ
て
応
用
す
る
も
の

で
す
。
一
、
運
　
動

二
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

三
、
カ
ル
シ
ウ
ム

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ

ョ
セ
フ
。
レ

イ
ン
博
士
は
、
骨
多
孔
症
の
患
者
に

対
し
て
、
運
動

（
特
に
水
泳
）
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ

（
毎
日
四
〇
〇
―
八
〇
〇
単

位
）
、
カ
ル
シ
ウ
ム

（
毎
日

一
、
五

〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
を
用
い
て
長
期

に
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
博
士

は
二
年
間
の
治
療
で
骨
折
の
頻
度
は

十
分
の

一
以
下
に
な
り
、
四
～
五
年

で
殆
ん
ど
ゼ
ロ
に
出
来
る
と
述
べ
、

顕
著
な
効
果
の
あ
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
ま
す
。

反
面
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
イ
ン
コ

バ
ー
ラ
博
士
は
、
骨
多
孔
症
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
同
化

ス
テ

ロ
イ
ド
を
単
独
ま
た
は
併
用
し
て
投

与
し
、　
一
年
後
に
効
果
を
判
定
し
た

結
果
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
若
干
の
効
果

が
あ

っ
た
が
、
他
剤
は
無
効
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
論
は
、
骨
多
孔
症
は
難
治

な
疾
患
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
経

過
観
察
期
間
が

一

年
と
短
い
こ
と
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

よ
う
な
高
緯
度
の

光
線
の
乏
し
い
国

で
は
カ
ル
シ
ウ
ム

単
独
投
与
で
は
吸
収
さ
れ
に
く
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
む
ｔ
ろ
当
然
の
帰

結
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、
自
分
の
意
志
で

直
ぐ
始
め
ら
れ
る
積
極
的
な
対
応
策

と
言
え
ば
、

一
、
運
動

（散
歩
、
水
泳
な
ど
）

二
、
光
線
浴

（
日
光
浴
、
サ
ナ
モ
ア

照
射
）

三
、
食
事

（牛
乳
、
小
魚
な
ど
カ
ル

シ
ウ
ム
の
豊
富
な
食
品

を
摂
る
よ
う
に
す
る
）

を
励
行
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
習

慣
に
し
て
長
期
に
続
け
て
下
さ
い
。

カ
ル
シ
ウ

ム
に
降
圧
作
用

以
前
、
本
紙
に

「
成
人
病
合
併
症

と
光
線
療
法
」
に
つ
い
て
記
述
し
た

際

（
昭
５７

・
４

ｏ
ｌ
）
血
圧
の
上
が

（収
縮
期
圧
）

一
七
〇
ミ
リ
水
銀
柱

前
後
以
下
で
、
下
が

（
拡
張
期
圧
）

一
〇
〇
ミ
リ
水
銀
柱
以
下
の
境
界
域

に
あ
る
軽
症
高
血
圧
の
治
療
は
、
副

作
用
を
考
え
て
薬

（
降
圧
剤
）
を
使

う
前
に
減
塩
、
運
動
、
肥
満
の
解
消
、

光
線
浴

（
サ
ナ
モ
ア
照
射
）
な
ど
で

降
圧
を
図
る
努
力
を
し
て
下
さ
い
と

述
べ
ま
し
た
。
実
際
に
も
、
軽
症
高

血
圧
の
薬
物
療
法
に
は

一
定
の
基
準

が
な
く
、
医
師
に
よ
り
降
圧
剤
を
処

方
す
る
時
機
も
区
区
で
す
。

然
る
に
近
年
カ
ル
シ
ウ
ム
に
血
圧

を
低
下
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
こ
と
が

相
次
い
で
実
証
さ
れ
た
の
で
す
。

ジ

ョ
ン
ズ

・
ポ
プ
キ
ン
ス
大
学
の

ビ
ラ
ー
博
士
は
、
血
圧
が
正
常
範
囲

に
あ
る
若
年
成
人
を
対
象
に
、　
一
日

一
い
○
Ｏ
Ｏ
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
カ
ル
シ

ウ
ム
を
服
用
さ
せ
て
血
圧
の
変
動
を

調
べ
、
高
血
圧
で
重
視
さ
れ
る
拡
張

期
圧
が
六
―
九
％
低
下
す
る
こ
と
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
レ
ス
ニ
ッ
ク
博

士
は
、
軽
症
高
血
圧
で
カ
ル
シ
ウ
ム

の
降
圧
効
果
を
検
討
し
た
結
果
、
満

（
六
ペ
ー
ジ

ヘ
つ
づ
く
）

カ
ル
シ
ウ
ム
は
健
康
の
礎

―
サ
ナ
モ
ア
で
利
用
で
き
る
身
体
作
り
―

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
博

宇
都
宮
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（
五
ベ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
）

足
す
べ
き
降
圧
作
用
を
認
め
た
た
め
、

こ
れ
に
該
当
す
る
ア
メ
リ
カ
人
は
安

易
に
降
圧
剤
を
服
用
し
な
い
で
、
ま

カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
有
し
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
添
加
さ
れ
て
い
る
牛

乳
を

一
日
に

一
リ
ッ
ト
ル
飲
ん
で
血

圧
の
状
態
を
調
べ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
マ
サ
チ

ュ
ー

セ
ッ
ツ
の
カ
ス
テ
リ
博
士
は
、
栄
養

調
査
報
告
を
引
用
し
て
い
平
均
的
ア

メ
リ
ヵ
人
が
摂
る
カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
、

栄
養
学
的
に
勧
告
さ
れ
て
い
る

一
日

八
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
上
で
、
レ
ス
ニ
ッ
ク

博
士
の
報
告
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
述
の
ビ
ラ
ー
博
士
は
、

妊
娠
中
、
特
に
妊
娠
後
期
に
み
ら
れ

る
高
血
圧
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給

す
る
こ
と
で
防
げ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
報
告
は
、
私
た
ち
に
潜

在
的
な
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
あ
る
蓋

然
性
を
示
唆
し
ま
す
が
、
原
因
と
し

て
は
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
の
不
足
と

共
に
、
光
線
浴
が
足
り
な
い
た
め
に

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
欠
乏
し
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
が
障
害
さ
れ
て
い
る
可
能

性
に
も
注
目
し
て
治
療
し
な
い
と
、

十
分
な
効
果
を
あ
げ
得
な
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

補
充
は
自
然
に

私
た
ち
に
は
、
必
要
量
は
吸
収
し

て
体
内
に
蓄
え
過
剰
分
は
吸
収
し
な

い
が
、
も
し
吸
収
し
て
も
排
泄
し
て

恒
常
性
を
保

つ
、
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ

ス
と
呼
ぶ
機
能
が
そ
な
わ

っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
カ
ル
シ
ウ
ム

補
充
に
よ
る
治
療
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

の
生
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
、
即
ち
、
ホ

メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
の
崩
れ
を
是
正
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
病
気
が
治
る
事

実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
反
面
、

カ
ル
シ
ウ
ム
は
生
理
的
に
必
要
な
も

の
で
す
か
ら
、
他
の
薬
剤
の
よ
う
に

副
作
用
を
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
と

言
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
、
自
然
の
理
に
適
う
方
法

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
光
線
浴
で
作
り
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
で
き
る
身
体
作

り
を
し
て
お
い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

豊
富
に
含
有
す
る
食
品
を
摂
れ
ば
よ

い
の
で
す
。

お

わ

り

に

光
線
治
療
で
認
め
ら
れ
る
降
圧
作

用
は
、
従
来
、
光
線
の
血
管
拡
張
、

血
管
抵
抗
の
減
少
に
よ
る
血
液
循
環

の
改
善
に
主
因
を
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
加
え
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
血
圧
低

下
作
用
が
確
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

光
線
の
降
圧
効
果
や
妊
娠
中
毒
症
の

予
防
あ
る
い
は
治
療
効
果
を
裏
付
け

る
理
論
的
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
作
用
は
、
高

血
圧
を
増
悪
さ
せ
る
と
し
て
有
名
な

ナ
ト
リ
ウ
ム

（
塩
）
の
と
り
過
ぎ
と

対
比
で
き
ま
す
。
即
ち
、
高
血
圧
に

対
し
て
、
両
者
は
拮
抗
し
た
作
用
を

持

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
摂
る
な
ら
塩
を
摂

っ
て
も
よ

い
と
言
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

☆
サ
ナ
モ
ア
の
効
果
を
広
く

知
ら
せ
る
た
め
に
、　
メ
層
療

所
を
開
き
た
い
が
″
と
問
合

せ
が
あ
り
ま
す
。

☆
光
線
治
療
は
、
未
だ
制
度

化
さ
れ
て
ま
せ
ん
の
で

〃無

害
な
療
法
は
、
業
務
を
行

っ

て
い
る
事
実
だ
け
で
禁
止
処

罰
で
き
な
い
″
と
し
た
最
高

裁
判
決
に
準
拠
し
て
行
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
し
か
し
、
荀
も
他
人
の
治

療
を
す
る
以
上
、
基
礎
的
な

医
学
知
識
は
体
得
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

☆
開
業
希
望
者
は
全
国
に
散

ら
ば

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
光
線
治
療
師
の
養
成
に

つ
い
て
具
体
的
措
置
は
と
ら

ず
に
き
ま
し
た
が
、
私
に
で

き
る
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん

の
で
、
よ
い
案
が
あ
れ
ば
お

知
ら
せ
下
さ
い
。
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